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研究内容 

 

 DNA には様々な原因で傷がつきますが、細胞には傷ついた DNA を直す仕組み（DNA 修復）が備わっています。

DNA 修復がうまく働かないとガンになりやすくなります。一方、DNA 修復がうまくできないガン細胞には、DNA を損傷す

るタイプの抗がん剤がよく効きます。 

 私たちは DNA 修復、特に「Fanconi anemia-BRCA pathway」に焦点を絞って研究をしています。Fanconi anemia

（FA:ファンコニ貧血）は高発癌性、再生不良性貧血、DNA 架橋剤高感受性を特徴とする疾患です。FA の原因蛋

白と家族性乳癌・卵巣癌原因蛋白である BRCA1, BRCA2 は共同して DNA 修復を制御する FA-BRCA pathway

として働きます。この pathway は臨床で広く使われるシスプラチンなどの抗がん剤の感受性・耐性に重要です。また、

私たちは microRNA processing に関わる RNA 結合蛋白 DGCR8 が、紫外線によって損傷を受けた DNA の修復に

関わることを見つけ、そのメカニズムの研究をしています。これらの DNA 修復の制御機構を明らかにし、癌化学療法を

有効に行う戦略の確立に役立てたいと考えています。 

 

「DNA 修復の解明を通して医療に貢献する」のが私たちの研究室の目標です。いままでに「卵巣癌の抗がん剤耐性

のメカニズムの解明」など、大きな成果をあげてきました。米国シアトルで研究をしてきましたが、平成２８年１０月に

東海大学に移ってきました。同じ目標に向かって新しい研究室で一緒にがんばってくれる方を歓迎いたします。 
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